
                        在籍児童生徒数（1月 7日現在）小学部 14名，中学部 1名 計 15名  

                 
     

      「あけましておめでとうございます」 
   校長 岩出 晃 

あけましておめでとうございます。新しい年を迎え

たこの時期、様々な可能性の扉を開けるような何か

わくわくする気持ちになります。日頃よりリヤド日本人

学校の子供達を温かく見守り、支えてくださる保護者

の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び

申し上げます。皆様にとって、素晴らしい一年となりま

すよう、心よりお祈り申し上げます。 

 本年もリヤド日本人学校の子供達が、健やかに成

長し、思う存分に力を発揮し、笑顔いっぱい、元気い

っぱいに学習や運動、行事に取り組めるよう願ってお

ります。子供達が「今日は楽しかったな、また明日学

校に行きたいな」と思えるよう、また保護者・日本人

会の皆様のご期待にお応えできるよう教職員一同、

力を合わせ努力して参りますので、何とぞよろしくお

願いいたします。 

◇３学期は、次の学年の“０学期” 
 ３学期は、およそ１0週間です。

その中で、これまで学んできたこ

とをまとめ、次の学年のスタートを

スムーズに迎えられるように準備

を進めてほしいと思います。これま

で学んできたことの中には、「学

習」はもとより、行事等を通して学んだ「できないこと

へ挑戦する気持ち」「協力すること」「協調すること」

「思いやりの心」「役割を果たすこと」や日頃からの

友達との関わり方等様々なことがありました。これら

のことを次のステージ（次の学年）でバージョンアッ

プさせるためにも、これまでの９ヶ月をまとめつつ、

「少し上のレベル」を意識して生活し、３学期を次の

学年の“０学期”として大切に過ごしてほしいと思いま

す。 

◇「負けてたまるか大作戦」 
私は新春恒例のこととして、箱根駅伝大会を毎年

テレビの前で観戦してきました。今年はそれがかなわ

ず残念でしたが、所々を動画配信で観戦しました。今

年は全国に門戸が開かれた第 100回記念の特別

な大会でした。そのようなこともあり例年よりも沿道に

は多くの駅伝ファンが集まっていて目の前を通過する

選手にい

つも以上に

熱い声援

を送ってい

たように感

じました。

昨年より駒

澤大学の１

強と言われ

る中、青山学院大学の原監督がその牙城を崩すため

に「負けてたまるか大作戦」を掲げ奮闘し、2年ぶり

7度目の優勝を果たしました。「負けてたまるか大作

戦」を見事に完結したフレッシュグリーンの青山学院

大学、あっぱれでした。 

優勝への流れを作ったのは間違いなく 2区の黒田

朝日選手。原監督が「駅伝男」と称する通りの激走で

これまでも要所で活躍してきた力を遺憾なく発揮し、

後半も勢い衰えずグイグイと力強い走りで 7人抜き、

2位で太田蒼生選手へタスキを繋ぐ。トップ駒大の佐

藤圭太選手との差は 22秒ありましたが、太田選手

は７．６ｋｍあたりで佐藤選手を捉え、ラストスパート

で駒大エースの佐藤選手を振り切り 4秒差をつけ 1

位で飛びこみました。その後は他の大学に 1位を１

度も譲ることなく最後までタスキをつなげました。黒

田選手、太田選手が前を走る選手を追っているとき、

併走しているとき、振り切るときの顔の表情から「負け

てたまるか」という声が思わず聞こえてくる感じでし

た。 

人生を歩む中で、度々訪れる挫折や、敗北感…そ

れは夢を追いかけているとき、仕事をしているとき、何

気なく普段の生活を送っているときなど様々な場面

で訪れる状況です。生きるということはこの連続の中

で浮き沈みし、もがきながらも活路を自ら掴んでいく

事そのものなのだと思います。 

人が容易ならざるを得ない状況の時は、大抵まわり
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笑顔の花を咲かせよう！ 



からの支えはほとんどの場合あるでしょう。しかし、そ

うでないと感じるときに自分の力で立ち上がる気持

ちを持てることが大切だと思います。そんな時に「負

けてたまるか」というクソ根性こそが必要なのだと思

います。昭和の匂いが思い切りただようフレーズです

が、子供達には是非持っていてほしいフレーズだと青

山学院の選手達の活躍を見ていて感じました。 

◇「1 年の計は元旦にあり」この言葉は年の初め

によく耳にします。1年を充実させることができるか

どうかは、元日にこの 1年間で達成したい目標を立

て、心意気を改めることが大切であると言うことでしょ

う。人が豊かな生活（人生）を送るにあたり、夢や目

標を持つことは大きな原動力となります。新しい 1年

が始まるこのタイミングは、昨年の反省を生かし新た

な夢や目標を持つ絶好のタイミングです。夢や目標を

達成するためには、「まず○○ができるようになる」そ

の為には、「△△ができる必要がある。」そのために

は「□□という事を毎日努力する」というように、実現

のための逆算プロセスを計画・実行し、評価し修正す

る力が必要です。発達段階にあわせ徐々に身につけ

ていく事が肝要です。お子さんと相談しながら、夢や

目標を立て、作戦会議を開き実際に取り組んでいた

だきたいと思います。目標は、漠然としたものではな

く、具体的な内容がよいです。また、家族全員が見え

るように掲げると、時間が経過したときも初心の気持

ちに立ち返れ、常に目標を意識ができよいと思いま

す。 

 
◇「３学期の授業料お支払い」のお願い 
  本日、メールと紙ベースで授業料のご案内をさせ

ていただきました。お支払いの期間は、１月 7日から

1月 31日までです。ご対応をよろしくお願いいたし

ます。 

 

 １月 の 行 事 予 定 
日 曜  行     事 日 曜  行     事 

1 月 Ｂ  16 火 Ａ  

2 火 Ｂ  17 水 Ａ 部活動 

3 水 Ｂ  18 木 Ａ  

4 木 Ｂ  19 金   

5 金 Ａ  20 土   

6 土 Ａ  21 日 Ｂ 英検③ 

7 日 Ｂ 3学期始業式 11時下校 22 月 Ｂ  

8 月 Ｂ 発育測定③ 23 火 Ｂ  

9 火 Ｂ 避難訓練（ミサイル） 24 水 Ｂ 部活動 

10 水 Ｂ 部活動 25 木 Ｂ 
校内研修  

Ｃ日課 5時間 

11 木 Ｂ 
職員会議 Ｃ日課 5時間 

プレスクール前での和太鼓演奏 
26 金  日本人会新年会（和太鼓演奏） 

12 金   27 土   

13 土   28 日 Ａ  

14 日 Ａ 
小学部 CRTテスト 

中学部実力テスト③ 
29 月 Ａ  

15 月 Ａ 
アメリカンスクール交流会（2 校

時～5校時） 
30 火 Ａ  

 31 水 Ａ 部活動 


